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紹介していますのでご覧ください★
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稲作情報発信中！

「@ja-obako」で検索

均一散布の必要
がありません

飛行ルートを
短縮できます

散布時間が削
減できます

バッテリー消費
が抑えられます

畦畔際の散布
が不要です

説明しよう！
ＦＧ剤とは、自己拡
散しながら広がってい

く形の除草剤で、10a当た
り400gを散布するだけで
ＯＫなのだ！



アッパレＺのＦＧは
４００ｇと大型規格４ｋｇ

ＦＧ剤の使い方 湛水周縁散布（４辺散布）

計量カップやハンドスコップ等
を用いて水田内に散布。

畦畔から数回に分けて
投入して下さい。

畦畔から1～2m先
を目安に投入

面積に合わせて
秤量してください。

畦畔４辺散布のイメージ

赤色：散布する畦畔

：ＦＧ剤

テキトーに撒いても自己拡散型
なので、まるで●つぶ剤(他社製
品)みたいに拡がります。
カナや表層はく離が多いときは
降雨後か、一度カナを落として
から散布してください。



• 薬剤タンク内に全量が入り切らない場合は、無理に詰め込まず2回に分けて散布してください。

• シャッター開度は全開にして散布して下さい（一部機種は除きます）。

1キロ粒剤と異なり、均一に散布する必要はありません。

• 畦畔から約10mの安全距離をとって飛行散布することで、突風時などに隣接圃場へのドリフ
トを防止できます。

• 自己拡散製剤のためインペラ回転数は設定する必要はありません。

① FG剤を圃場面積に合わせて秤量後、
薬剤タンクに入れて散布して下さい。

①

10m離す

②

② ドローン散布では圃場中央部を往復しな
がら、規定量を散布してください。FG剤は
軽量なため、1キロ粒剤と比較してバッテ
リー消費量の抑制が可能です。
※）畦畔際の散布は必要ありません

ドローンでも散布ＯＫ！

空いた時間で何ができる？

適期散布できた！
↓

除草上手くいった！
↓

農薬費抑えられた！
↓

稲が豊作だ！

複合作物に
労力注げる！

↓
単収、品質向上！

↓
農場経営安定化！

なんてことも夢じゃない?!

１ｈａ当りの
散布飛行時間目安
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